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争
議
対
策
会
議
は
、
争
議
勝
利

を
め
ざ
し
奮
闘
す
る
仲
間
を
産
別

全
体
で
支
え
、
全
て
の
争
議
の
勝

利
解
決
を
め
ざ
し
た
意
思
統
一

と
、
争
議
組
合
同
士
の
交
流
を
目

的
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
こ
の
間
の
会
議
内
容
に
あ
わ
せ

て
会
議
名
称
を
変
更
し
、
二
部
制

で
開
催
し
ま
し
た
。第
一
部
で
は
、

問
題
提
起
と
争
議
組
合
の
紹
介
、

第
二
部
は
分
散
会
を
行
い
ま
し

た
。開

会
に
あ
た
り
、
佐
々
木
悦
子

中
央
執
行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
を

行
い
ま
し
た
。
佐
々
木
委
員
長
は

日
々
の
奮
闘
に
敬
意
を
表
し
た
う

え
で
「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
・
福
祉
の
実
現
を
す
る
上
で
も

争
議
や
労
使
紛
争
の
早
期
解
決
は

重
要
。
全
て
の
争
議
の
早
期
解
決

に
向
け
、
日
本
医
労
連
全
体
と
し

て
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

米
沢
哲
組
織
共
闘
局
長
の
問
題

提
起
で
は
、
争
議
勝
利
を
め
ざ
す

た
た
か
い
の
産
別
基
本
方
針
と
し

て
、
以
下
の
4
点
を
提
起
し
ま
し

た
。

1
、
「
一
人
の
仲
間
へ
の
攻
撃
も

産
別
の
力
で
守
り
抜
く
」
立
場
で

仲
間
た
ち
へ
の
支
援
と
連
帯
行
動

を
強
化
す
る
。

2
、
闘
争
を
支
え
る
財
政
支
援
に

取
り
組
み
、
争
議
を
産
別
全
体
で

支
え
る
。

3
、
労
働
組
合
の
日
常
活
動
や
組

織
の
拡
大
強
化
を
行
い
、
た
た
か

い
の
中
で
仲
間
を
増
や
し
、
争
議

に
勝
利
し
、
要
求
を
前
進
さ
せ
た

経
験
に
学
び
広
げ
る
。

4
、
労
働
組
合
へ
の
不
当
労
働
行

為
は
放
置
せ
ず
、
断
固
と
し
て
反

撃
し
、
正
常
な
労
使
関
係
を
構
築

す
る
。
学
習
を
重
視
し
労
働
組
合

の
基
礎
的
力
量
を
高
め
る
。

争
議
組
合
の
紹
介
で
は
、
20
の

争
議
組
合
が
こ
の
間
の
た
た
か
い

の
経
過
と
争
議
勝
利
に
む
け
た
決

意
、
支
援
の
呼
び
か
け
や
お
礼
等

を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。
争
議

組
合
の
訴
え
に
は
参
加
者
か
ら
大

き
な
支
援
の
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

第
二
部
は
、
4
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
争
議
の
成
果

や
教
訓
を
交
流
し
ま
し
た
。
た
び

重
な
る
不
当
労
働
行
為
に
一
人
で

立
ち
向
か
っ
て
い
る
悩
み
が
仲
間

か
ら
う
ち
あ
け
ら
れ
る
と
、
い
く

つ
も
の
争
議
経
験
の
あ
る
中
執
か

ら
「
組
合
の
見
え
る
化
で
、
ま
ず

は
一
人
で
い
い
か
ら
仲
間
を
増
や

し
て
い
こ
う
。
必
ず
見
て
い
る
人

が
い
る
か
ら
一
緒
に
が
ん
ば
ろ

う
」
と
激
励
さ
れ
、
「
元
気
も
ら

っ
た
」
と
笑
顔
に
な
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

最
後
に
森
田
進
書
記
長
よ
り
、

「
組
織
が
弱
体
化
す
る
と
き
に
不

当
労
働
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ア
ン
テ
ナ
を
は
り
、
そ
の
芽
を
摘

ん
で
い
く
の
が
労
働
組
合
の
役

割
。
強
い
組
織
を
つ
く
り
、
争
議

の
解
決
と
、
全
体
で
の
支
援
を
」

と
呼
び
か
け
閉
会
し
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
3
月
の
希
望
の
家

労
働
組
合
結
成
直
後
か
ら
、
施
設

側
に
よ
る
組
合
潰
し
の
た
め
の
脱

退
工
作
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

同
年
7
月
に
不
当
労
働
行
為
に
対

す
る
労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん

で
、
い
っ
た
ん
は
「
不
当
労
働
行

為
を
し
な
い
と
約
束
」
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
施
設
側
は
労
組
委
員

長
に
対
し
て
、
有
期
雇
用
を
理
由

に
同
年
10
月
末
で
の
雇
止
め
を
通

告
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
団

交
も
行
い
雇
止
め
の
撤
回
を
求
め

て
き
ま
し
た
が
、
雇
用
継
続
も
団

交
も
拒
否
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

佐
賀
県
医
労
連
で
は
2
0
1
9

年
3
月
に
裁
判
闘
争
を
確
認
し
、

同
年
5
月
に
佐
賀
地
裁
に
提
訴
し

ま
し
た
。
2
0
2
0
年
10
月
に
は

地
裁
で
勝
利
判
決
が
言
い
渡
さ
れ

る
も
、
施
設
側
が
控
訴
し
て
福
岡

高
裁
に
う
つ
り
、
2
0
2
1
年
5

月
に
は
福
岡
高
裁
で
も
勝
利
判
決

を
勝
ち
取
り
、
同
年
6
月
に
施
設

側
の
上
告
断
念
で
判
決
が
確
定
し

ま
し
た
。

こ
の
た
た
か
い
は
、
佐
賀
県
医

労
連
や
医
労
連
九
州
地
方
協
、
県

労
連
か
ら
の
支
え
が
あ
り
、
コ
ロ

ナ
禍
と
な
っ
た
福
岡
高
裁
の
裁
判

で
は
福
岡
県
医
労
連
の
仲
間
が
支

援
し
、
全
面
勝
利
を
勝
ち
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

原
告
は
2
0
2
1
年
7
月
か
ら

職
場
復
帰
し
、
元
気
に
働
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
よ
り
よ
い
施
設
に

し
て
い
く
た
め
に
、
施
設
側
の
横

暴
を
許
さ
ず
に
希
望
の
家
労
働
組

合
と
し
て
も
し
っ
か
り
活
動
す
る

決
意
を
語
り
ま
し
た
。

■
係
争
中
の
事
件

【
全
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
】
相
模
野
病
院
不

当
転
勤
事
件
【
北
海
道
】
恵
和
会

労
働
組
合
・
不
当
労
働
行
為
事
件

【
神
奈
川
】
東
横
恵
愛
病
院
労
働

組
合
・
雇
止
め
事
件
【
広
島
】
広

島
厚
生
事
業
協
会
府
中
み
く
ま
り

病
院
労
働
組
合
・
不
当
労
働
行
為

事
件
【
全
医
労
】
武
蔵
支
部
・
不

当
労
働
行
為
事
件
【
北
海
道
】
恵

和
会
労
働
組
合
・
損
害
賠
償
請
求

事
件
【
北
海
道
】
恵
和
会
労
働
組

合
・
損
害
賠
償
請
求
事
件【
愛
知
】

南
医
療
生
協
労
働
組
合
・
不
当
労

働
行
為
事
件
【
全
医
労
】
九
州
医

療
セ
ン
タ
ー
支
部
・
不
当
労
働
行

為
事
件
【
青
森
】
つ
が
る
西
北
五

広
域
連
合
職
員
労
働
組
合
・
不
当

労
働
行
為
事
件
【
沖
縄
】
育
成
福

祉
会
職
員
労
働
組
合
・
不
当
労
働

行
為
事
件
【
岐
阜
】
シ
ン
シ
ア
高

山
フ
ロ
ッ
ク
ス
ユ
ニ
オ
ン
・
不
当

労
働
行
為
事
件
【
東
京
】
厚
生
荘

病
院
労
働
組
合
・
不
当
労
働
行
為

事
件
【
千
葉
】
松
戸
市
立
医
療
セ

ン
タ
ー
労
働
組
合
・
不
当
配
転
命

令
事
件
【
千
葉
】
千
歳
会
労
働
組

合
・
不
当
労
働
行
為
事
件【
大
阪
】

北
野
病
院
労
働
組
合
・
不
利
益
変

更
事
件

■
終
結
・
終
了
事
件

【
北
海
道
】
北
海
道
医
療
一
般
労

働
組
合
・
不
当
配
転
事
件
【
神
奈

川
】
個
人
加
盟
労
働
組
合
・
不
当

解
雇
事
件
【
佐
賀
】
希
望
の
家
労

働
組
合
・
地
位
確
認
等
請
求
事
件

【
神
奈
川
】
個
人
加
盟
労
働
組
合

・
不
当
労
働
行
為
事
件
【
大
阪
】

済
生
会
千
里
病
院
労
働
組
合
・
違

法
当
直
差
額
賃
金
請
求
事
件
【
沖

縄
】
沖
縄
県
医
療
福
祉
労
組
飛
謝

川
の
里
分
会
・
地
位
保
全
訴
訟

日
本
医
労
連
は
、
12
月
7
日
、

厚
生
労
働
省
内
で
、
「
2
0
2
1

年
度
夜
勤
実
態
調
査
」
結
果
の
記

者
発
表
を
行
い
ま
し
た
。調
査
は
、

2
0
2
1
年
6
月
の
勤
務
実
績
を

基
に
3
5
7
施
設
・
2
7
2
9
職

場
か
ら
の
集
約
結
果
で
す
。

冒
頭
、
佐
々
木
悦
子
中
央
執
行

委
員
長
は
、
「
看
護
職
員
の
多
く

が
長
時
間
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
効
率
重
視
で
は
な
く
、
安
全

面
や
健
康
面
へ
の
配
慮
を
求
め
た

い
」
と
強
調
し
、
人
員
増
と
と
も

に
、
長
時
間
夜
勤
に
対
す
る
労
働

時
間
規
制
と
夜
勤
回
数
の
制
限
を

求
め
ま
し
た
。
続
い
て
調
査
の
概

要
を
松
田
加
寿
美
中
央
執
行
委
員

が
報
告
し
ま
し
た
。

●
２
交
替
病
棟

過
去
最
多
に

8
時
間
以
上
の
長
時
間
勤
務
と

な
る
2
交
替
病
棟
の
割
合
は
、
44

％
（
前
年
調
査
42
・
7
％
）
で
過

去
最
多
。
そ
の
う
ち
、
16
時
間
以

上
の
長
時
間
夜
勤
は
病
棟
数
の
52

・
7
％
（
52
・
5
％
）
、
看
護
職

員
数
の
52
・
1
％
（
51
・
5
％
）

に
の
ぼ
り
ま
し

た
。夜

勤
日
数
で

は
、
看
護
師
確
保

法
・
基
本
指
針
に

抵
触
す
る
「
月
9

日
以
上
」の
夜
勤
は
25
・
1
％（
24

・
8
％
）
、
2
交
替
職
場
で
「
月

4
・
5
回
以
上
」は
40
・
1
％（
35

・
6
％
）
で
し
た
。
特
に
Ｉ
Ｃ
Ｕ

（
集
中
治
療
室
）
・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
（
冠

疾
患
集
中
治
療
室
）等
で
は
、「
3

交
替
」
38
・
2
％
、
「
2
交
替
」

61
・
2
％
で
突
出
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
夜
勤
協
定
「
有
」
は
65

・
7
％
に
と
ど
ま
り
、
勤
務
間
イ

ン
タ
ー
バ
ル
に
つ
い
て
、
協
定

「
有
」
は
14
・
5
％
で
、
多
く
の

と
こ
ろ
で
協
定
未
締
結
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

●
現
場
の
実
態
訴
え
る

続
い
て
、
全
医
労
の
松
本
よ
し

子
副
委
員
長
が
「
国
立
病
院
は
97

病
院
2
5
1
5
床
が
コ
ロ
ナ
病
床

に
な
っ
て
い
る
。
20
年
度
1
4
8

人
、
21
年
度
1
7
1
人
を
看
護
師

不
足
の
中
か
ら
派
遣
し
て
い
る
。

休
憩
中
も
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
持
た
さ
れ
、

看
護
師
の
疲
弊
も
限
界
」
と
訴
え

ま
し
た
。
全
日
赤
の
五
十
嵐
真
理

子
委
員
長
は
、
「
看
護
師
が
複
数

の
病
棟
で
夜
勤
を
掛
け
持
ち
し

て
、
な
ん
と
か
職
場
を
ま
わ
し
て

い
る
」
と
実
態
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、始
業
前
残
業
調
査
の
結
果
、

約
半
数
の
職
員
が
夜
勤
の
始
業
1

時
間
前
か
ら
勤
務
し
て
い
る
実
態

を
訴
え
、
「
安
全
・
安
心
の
医
療

実
現
の
た
め
に
も
、
人
員
増
を
」

と
強
く
求
め
ま
し
た
。

日本医労連は、１２月１４日、争議組合交流会議（第
４４回争議対策会議）を開催し、５全国組合１２県医労
連４８人（オンライン参加含む）が参加しました。争
議組合の紹介とたたかいの交流を行いました。

分散会の様子分散会の様子
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及
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佐賀・希望の家労働組合

夜
勤
実
態
調
査

結
果
は
コ
チ
ラ
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す

☜

夜勤実態調査結果が掲載されています。
月刊「医療労働」12月号月刊「医療労働」12月号



2022年1月1日（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可医 療 労 働 者（毎月第2・4木曜日発行）第1769・70号（3）

１．期間・スケジュール
2022年2月1日～28日

２．方法

３．チャレンジャー募集！

４．エントリー締め切り
2022年1月15日

５．エントリー後の流れ

日本医労連青年協議会は、最低賃
金引上げに向けた運動をさらに進め
るため、最低賃金生活体験に下記の
とおり取り組みます。積極的なエン
トリーをお願いします。

2月1日 体験開始
2月中旬 中間報告会
2月28日 体験終了

※3月に報告会を予定しています。

地域別最低賃金をもとに算出した
月額から、住居費や税、社会保険料
等の固定費を差し引いた金額で1カ
月間生活を行います。毎日の食費や
交通費など、使った費用は家計簿用
のフォームに記録します。

下記のフォームから必要事項を入
力し、エントリーを行ってください。

参加登録はこちらから

エントリー終了後、登録メールア
ドレス宛に、案内と日々の家計簿入
力用ＵＲＬを送ります。1月16日に
は、「最低賃金生活体験キックオフ
集会」のＷｅｂ開催を予定しており
ます。集会にもぜひご参加ください。

●
い
つ
も
働
く
私
達
を
守
っ
て
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。不
安
な
と
き
、

組
合
は
気
軽
に
話
を
聞
い
て
く
れ
る
先

で
、
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
兵
庫
・
匿
名
希
望
）

●
各
単
組
の
賃
金
交
渉
の
報
告
が
届
き

ま
す
。
各
々
の
難
し
い
交
渉
が
見
ら
れ

ま
す
。
賃
金
減
ら
し
に
対
抗
し
て
、
頑

張
り
ま
し
ょ
う
！（

滋
賀
・
若
山
義
弘
）

●
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
買
い
ま
し

た
。
息
子
（
5
才
）
は
大
喜
び
。
自
分

の
新
し
い
靴
下
を
2
つ
、
ツ
リ
ー
に
飾

り
ま
し
た
。
「
サ
ン
タ
さ
ん
は
小
さ
い

靴
下
で
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
入
れ
て
く
れ

る
の
？
」
と
聞
く
と
、
「
大
丈
夫
」
と

自
信
満
々
で
し
た
。

（
青
森
・
成
田
美
穂
子
）

●
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
第
1
回
民
医

連
・
生
協
労
組
Ｗ
ｅ
ｂ
交
流
会
が
開
催

さ
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
議
や
交
流
会
は

初
め
て
な
の
で
緊
張
し
ま
し
た
。
参
加

者
の
多
く
が
労
働
組
合
の
専
従
者
で
し

た
が
、
司
会
を
さ
れ
た
愛
知
医
労
連
の

林
さ
ん
と
は
旧
知
の
仲
で
し
た
の
で
最

後
ま
で
安
心
し
て
楽
し
く
参
加
で
き
ま

し
た
。

交
流
会
で
は
近
県
の
労
働
組
合
の
活

動
の
内
容
、
闘
い
の
進
め
方
な
ど
数
多

く
の
貴
重
な
経
験
を
知
り
、
さ
ら
に
は

多
く
の
参
加
者
か
ら
励
ま
し
の
声
を
頂

き
、
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
こ
と
で
こ
れ
か
ら
の
組
合
活
動
の
前

進
の
た
め
の
貴
重
な
宝
を
獲
得
し
、
近

県
で
志
を
同
じ
く
し
て
闘
う
多
く
の
仲

間
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
闘
う

勇
気
や
パ
ー
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
得
た
す
ば
ら
し
い
宝
を
岐
阜
に

持
ち
帰
り
、
今
後
の
岐
阜
民
医
労
の
前

進
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
も
っ
と
多
く
の
仲
間
で
集
い
、
東

海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
労
働
組
合
運
動

を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
。
素
晴
ら
し
い

交
流
会
で
し
た
。（
岐
阜
・
臼
井

夕
）

機関紙「医療労働者」をご愛読いただきあり
がとうございます。次号企画として、簡単なア
ンケートを実施しております。下記ＱＲコード
からご協力をよろしくお願いいたします。なお、
皆様の回答を紙面に掲載させていただく場合が
ございますのでご了承ください。

回答期限 ２０２２年１月１７日
設問数 ５問（所要時間５分）

問1 コロナが明けたら、どこに行きたいです
か？（選択）

問2 機関紙「医療労働者」の過
去の記事を医労連ＨＰでダ
ウンロードできることを知
っていましたか？（選択）

問3 組合の企画・イベントで
楽しかったものは何ですか
？

問4 あなたが組合に入った期
間の中で、組合が勝ち取っ
た嬉しい成果を教えてくだ
さい！

問5 2022年トライしたいこと
は何ですか？

【パズル解答】
1768号の答えは「ポインセチア」でした。
正解者の中から抽選でクオカードを贈呈します。

【応募方法】
①組合（病院）名、②職種、③氏名、④郵便番号、
⑤住所を記入し、解答を1／17（月）までにご応募
ください。「読者のページ」もご寄稿下さい。

【応募先】
〒110-0013 台東区入谷1―9―5
「日本医労連教育宣伝局」FAX：03―3875―6270
e-mail：n-ask@irouren.or.jp

)(
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
か
ら
約
2
年
。
心
置
き
な
く

古
里
に
帰
省
し
た
り
、
友
人
と
会

っ
て
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
仕
事
の
面
で
も
、
長
引
く
コ

ロ
ナ
禍
で
「
先
が
読
め
な
い
」
状

況
が
続
き
、
心
理
的
な
ス
ト
レ
ス

は
労
働
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

私
の
診
察
室
に
も
、
強
い
不
安
感

を
抱
い
て
受
診
す
る
人
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
以
前
は
、
労
働
者
が
上

司
に
注
意
さ
れ
て
落
ち
込
ん
だ
時

に
同
僚
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た

り
、
先
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
た
り
し
て
、
気
持
ち
を
切
り
替

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
急
速
に

進
み
、
そ
う
い
う
ス
モ
ー
ル
ト
ー

ク
（
雑
談
）
が
難
し
く
な
り
ま
し

た
。
う
ま
く
気
持
ち
を
切
り
替
え

ら
れ
ず
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
後

の
作
業
が
つ
ら
い
」
と
訴
え
る
患

者
さ
ん
も
い
ま
す
。
労
働
者
が
心

の
健
康
を
保
ち
な
が
ら
働
く
に

は
、
ス
モ
ー
ル
ト
ー
ク
の
よ
う
な

気
分
転
換
、
つ
ま
り
、
仕
事
と
生

活
と
の
間
の
「
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
時

間
」
が
必
要
で
す
。

私
は
労
働
組
合
が
「
ク
ッ
シ
ョ

ン
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
職
場
の
不
満
や
悩
み

を
仲
間
の
組
合
員
に
話
し
た
り
、

会
社
に
改
善
を
求
め
た
り
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
職

場
に
労
働
組
合
が
あ
れ
ば
、
病
気

に
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
と
思
う
こ
と
が
、
診
察
を

し
て
い
て
よ
く
あ
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
家
族
や

同
僚
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
、

な
す
す
べ
の
な
い
無
力
感
と
強
い

不
安
感
か
ら
、
「
私
は
生
き
て
い

る
価
値
が
な
い
。
社
会
の
役
に
立

っ
て
い
な
い
」
と
悩
む
人
も
い
ま

す
。菅

義
偉
前
首
相
が
自
民
党
の
新

総
裁
に
選
出
さ
れ
た
直
後
、
目
指

す
社
会
像
と
し
て
「
自
助
・
共
助

・
公
助
」
と
発
言
し
物
議
を
醸
し

ま
し
た
。
私
は
「
自
助
」
と
い
う

自
己
責
任
論
が
患
者
さ
ん
を
追
い

詰
め
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
思
い
悩
ん
で
い
る

の
に
、
政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
一

時
し
の
ぎ
で
場
当
た
り
的
な
も
の

ば
か
り
。
感
染
拡
大
第
5
波
の
時

に
は
「
原
則
自
宅
療
養
」
と
い
う

方
針
ま
で
打
ち
出
し
ま
し
た
。「
自

助
」
の
最
た
る
も
の
で
し
た
。

政
府
に
は
「
命
が
一
番
大
事
。

窮
地
に
陥
っ
て
い
る
人
に
は
手
を

差
し
伸
べ
ま
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
出
し
て
実
行
し
て
欲
し

い
。苦

し
み
、
困
っ
て
い
る
人
々
に

寄
り
添
わ
ず
、
科
学
的
知
見
や
根

拠
の
乏
し
い
対
策
を
声
高
に
叫
ぶ

政
治
は
も
う
終
わ
り
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
は
、
日
本
の

医
療
提
供
体
制
や
公
衆
衛
生

体
制
が
あ
ま
り
に
も
脆
弱
で

あ
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に

し
、
病
床
削
減
や
保
健
所
の

統
廃
合
な
ど
、
こ
れ
ま
で
政

府
が
進
め
て
き
た
医
療
・
社

会
保
障
政
策
が
間
違
っ
て
い

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
第
5
波
で
は
、
入
院
で

き
ず
に
自
宅
で
亡
く
な
る
方

が
、
全
国
で
2
0
0
人
以
上

に
も
上
る
と
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
医
療
が
必
要
な
人
に
自

宅
療
養
や
ホ
テ
ル
療
養
を
強

い
る
、
自
公
政
権
が
推
し
進

め
て
き
た
「
自
助
・
共
助
」

が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か

が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。

２２
春
闘
に
向
け

政
府
が
賃
上
げ
方
針
？

そ
ん
な
な
か
政
府
は
、看

護
・
介
護
・
保
育
な
ど
、新
型

コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
の
最
前
線

で
働
く
方
々
の
収
入
の
引
上

げ
を
含
め
、
全
て
の
職
員
を

対
象
に
公
的
価
格
の
在
り
方

を
抜
本
的
に
見
直
し
ま
す
。

民
間
部
門
に
お
け
る
春
闘
に

向
け
た
賃
上
げ
の
議
論
に
先

ん
じ
て
、保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
、介
護
・
障
害
福
祉
職
員
を

対
象
に
、賃
上
げ
効
果
が
継

続
さ
れ
る
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
を
前
提
と
し
て
、収
入

を
3
％
程
度（
月
額
9
千
円
）

引
き
上
げ
る
た
め
の
措
置

を
、2
0
2
2
年
2
月
か
ら

前
倒
し
で
実
施
す
る
と
の
方

針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

看
護
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

は
、
地
域
で
コ
ロ
ナ
医
療
な

ど
一
定
の
役
割
を
担
う
医
療

機
関
に
勤
務
す
る
看
護
職
員

を
対
象
に
、
賃
上
げ
効
果
が

継
続
さ
れ
る
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
段

階
的
に
収
入
を
3
％
程
度
引

き
上
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
収
入
を
1
％
程
度

（
月
額
4
千
円
）
引
き
上
げ

る
た
め
の
措
置
を
、
来
年
2

月
か
ら
前
倒
し
で
実
施
し
た

上
で
、来
年
10
月
以
降
の
更

な
る
対
応
に
つ
い
て
、
令
和

4
年
度
予
算
編
成
過
程
に
お

い
て
検
討
し
、
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
と
し
ま
し
た
。

「
分
断
」
は
許
さ
な
い

生
涯
通
じ
て
の
対
策
を

日
本
医
師
会
は
、
公
的
価

格
に
関
す
る
意
見
書
で
「
あ

る
職
種
の
み
を
厚
遇
す
る

と
、
チ
ー
ム
医
療
の
分
断
に

直
結
す
る
そ
れ
が
あ
る
」
と

し
、
予
算
委
員
会
の
議
論
に

つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
拡
大
前

か
ら
病
院
経
営
が
大
変
厳
し

い
経
営
状
況
に
触
れ
な
が
ら

「
政
府
肝
い
り
で
進
め
ら
れ

て
い
る
看
護
職
員
の
収
入
の

引
き
上
げ
は
、
診
療
報
酬
改

定
と
は
別
財
源
で
の
対
応
が

筋
で
は
な
い
か
」
と
主
張
し

て
い
ま
す
。

日
本
看
護
協
会
は
、
意
見

書
で
「
生
涯
を
通
じ
て
働
く

こ
と
の
で
き
る
職
業
」と
し
、

「
各
年
齢
層
に
わ
た
る
基
本

給
引
上
げ
に
よ
る
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
の
実
現
」
を
求
め
る
と

と
も
に
、
40
代
前
半
で
の
看

護
職
員
と
一
般
労
働
者
の
賃

金
格
差
月
額
7
万
円
を
解
消

す
る
た
め
に
は
、
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
の
実
現
が
必
要
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
ま
す
。

「
一
桁
足
り
な
い
」

が
現
場
の
声

全
労
連
・
国
民
春
闘
共
闘

委
員
会
は
、
2
0
2
2
国
民

春
闘
の
中
で
、看
護
師
、介
護

職
員
、
保
健
師
、
保
育
士
な

ど
の
ケ
ア
労
働
者
の
賃
金
4

万
円
以
上
の
大
幅
引
き
上
げ

・
底
上
げ
を
図
ら
せ
る「
ケ
ア

労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
ア
ク

シ
ョ
ン
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。ま
た
、愛
知
県
医
労

連
で
は「
す
べ
て
の
ケ
ア
労

働
者
の
賃
上
げ
を
求
め
る

緊
急
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
」を

始
め
ま
し
た
。

今
回
政
府
が
示
し
た
引
き

上
げ
額
の
象
徴
と
し
て
「
一

桁
足
り
な
い
」
と
い
う
現
場

の
声
や
、
「
保
育
園
は
子
ど

も
の
い
の
ち
を
預
か
る
施

設
。
人
手
が
足
り
な
い
。
待

遇
改
善
が
必
要
」
「
コ
ロ
ナ

が
発
生
し
て
か
ら
、
外
食
も

旅
行
も
我
慢
し
て
い
る
。
感

染
と
隣
合
わ
せ
な
の
に
手
当

も
な
い
と
い
う
激
務
の
な
か

で
社
会
を
支
え
て
い
る
」
な

ど
、
ケ
ア
労
働
者
か
ら
の
悲

鳴
の
よ
う
な
声
が
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
「
医

療
崩
壊
」
が
現
実
と
な
っ
た

今
、
医
療
や
介
護
の
提
供
体

制
を
拡
充
す
る
必
要
性
と
、

そ
の
た
め
の
人
員
増
は
、
待

っ
た
な
し
の
課
題
で
す
。
医

療
・
介
護
現
場
の
ひ
っ
迫
を

緩
和
す
る
に
は
働
き
続
け
ら

れ
る
条
件
が
ど
う
し
て
も
必

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、

現
実
を
直
視
し
た
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現実を直視したまともな処遇改善計画の策定を！

かやま りか 1960年生まれ。東京医科大学卒
業。専門は精神病理学。現在は立教大学現代心
理学部教授、神戸芸術工科大学大学院や甲子園
大学心理学部の客員教授を務める。精神科医と
して心の問題を中心に、社会問題についても多
くのメッセージを発信している。著書に「精神
科医・香山リカのわかりみが深いココロの話」
（白夜書房）、「明日がちょっと楽しみになる
コツ 友だちのひみつ」（小学館クリエイティ
ブ）など多数。
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